
 
 
 
【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 1493700338 
事業の開始年月日 平成26年10月1日 

指 定 年 月 日 平成26年10月1日 

法 人 名 日本アメニティライフ協会 

事 業 所 名 花物語 ふじがおか 

所 在 地 

 
（〒 227-0047） 
 
横浜市青葉区みたけ台４１－５ 
 

サービス種別 
 

定 員 等 

 □ 小規模多機能型居宅介護 

登録定員  名 

通い定員 名 

宿泊定員 名 

 ■ 認知症対応型共同生活介護 
定員計 18名 

ﾕﾆｯﾄ数     2ﾕﾆｯﾄ 

自己評価作成日  
評 価 結 果 
市町村受理日 平成28年5月25日 

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先  
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 

利用者が穏やかに安心して安全に生活が出来るように支援しています。 
また、レクや外出の時間を出来るだけ設け、皆さんが毎日を変化のある楽しい生活が送
れるように行事等を積極的に実施しています。 

 

 
 
 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 公益社団法人 かながわ福祉サービス振興会 

所 在 地 横浜市中区山下町23番地 日土地山下町ビル9階 

訪 問 調 査 日 平成28年2月8日 
評 価 機 関 
評 価 決 定 日 

平成28年5月12日 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
【事業所の概要】 
 この事業所は、東急田園都市線藤が丘駅または青葉台駅から東急バスで約10分、みた
け台バス停から徒歩1分、高台の閑静な住宅街にある。事業所のすぐ前の通りがケヤキ並
木という緑の多い恵まれた環境にあり、利用者は、落ち葉の季節になると、毎朝枯れ葉
を掃き集めたりして、地域の一員として活動している。 
 
【利用者本位の理念の実践】 
 事業所は、開設して1年半とまだ日は浅いが、「その人らしい 快適で 穏やかな生活
を提供します」を理念に掲げ、利用者がその人らしく暮らせるよう、利用者に寄り添
い、時には、夜間に1対1で話をじっくり聴いて、その人が望む快適で穏やかな生活が提
供できるよう支援に努めている。職員は一人ひとりの生活リズムを尊重しながら、家族
のように親しみをもって接している。 
 
【生活に潤いを持たせる外出やレクリエーション】 
 道路を挟んですぐ前に法人本部があり、いつでも法人の車を使うことができるので、
車いすの方も一緒に外出する機会が多い。地域ケアプラザの催しに参加したり、ユニッ
ト全員で桜やアジサイなどの花見や紅葉狩り、動物園などにドライブに出掛け、毎日の
生活に変化と張りを持たせている。 
日常的には、天気の良い日は少人数に分かれ散歩をしている。また、レクリエーショ

ンの一環として、利用者に人気の焼きそばを作ったり、自分が好きなパンを自由に選べ
るパンバイキングと職員の手作りのおかずを楽しむ日を設けたり、利用者の希望で鰻を
食べに外出することもある。 

 
【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】 

評価項目の領域 自己評価項目 外部評価項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 １ ～ １４ １ ～  ７ 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 １５ ～ ２２ ８ 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント ２３ ～ ３５  ９ ～ １３ 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 ３６ ～ ５５ １４ ～ ２０ 

Ⅴ アウトカム項目 ５６ ～ ６８  

自自己己評評価価及及びび外外部部評評価価結結果果  

 

平成27年度 

 



 
 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

○ 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

○ 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

 1，大いに増えている 

○ 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 
 
 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

地域と共に施設作り考え,「その
人らしく生きる」「温かい心を
持ち接し」この様な考えを常に
持ち、実践に繋げています。 

現管理者が職員に問いかけ、事業所
独自の理念「その人らしい生活を提
供します」「地域とのふれあいを大
切にします」を作り、玄関、事務室
に掲示し、毎月の職員会議で確認し
合っている。職員は利用者の思いに
寄り添うよう支援に努めている。 

 

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

もえぎの地域ケアプラザ主催の
おまつりや音楽会に利用者が見
学に行っています 

みたけ台自治会に加入し、地域ケア
プラザの催しに参加したり、事業所
前のけやき並木の掃除を利用者と行
っている。コーラスや琴を演奏する
ボランティアの来訪がある。事業所
の一周年記念には、近隣に案内を配
布し、腰痛予防のマッサージ体験を
実施した。 

 

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている  

開所1周年行事等のときに、近隣
の方に参加していただけるよう
腰痛予防マッサージ教室を開催
しています。 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

2ヶ月に一度開催し、利用者様の
状況･事故・行事等を報告してい
ます。報告後、家族・自冶会
長・包括等の意見を頂きサービ
スの向上に努めています 。 

2か月ごとに、自治会長、地域包括
支援センター職員、事業所家主、利
用者、家族の参加を得て開催してい
る。事業所の運営状況の報告後意見
交換を行い、自治会長から「ケヤキ
の枯れ葉が滑って危ない」との要望
があり利用者と掃除に取り組んだ。 

 



5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

地域包括の職員･自冶会長･の
方々に関しては、運営推進会議
に参加して頂き、常に情報を共
有し、意見交換を行なっていま
す。 
 

区の高齢障害支援課担当職員とはま
だ面識がなく、運営推進会議への参
加依頼もしていない。地域包括支援
センターの催し物に参加し、交流を
図っている。グループホーム連絡協
議会に加入し、研修に参加してい
る。 

運営推進会議の議事録を
持参し、区の担当職員
に、直接事業所の実情を
伝えるなど積極的に連携
の強化を図ることが望ま
れます。 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

ドアを開けるとバス通りのため
玄関は安全対策の為に施錠して
います。 

法人の研修に参加し、スピーチロッ
クについても学んでいる。月1回の
職員会議や申し送り時に、なぜ拘束
にあたるのかを話し合い周知してい
る。近くに幹線道路が通っているた
め、現在は玄関・ユニット入口とも
に施錠している。転倒防止のため家
族の同意を得て各居室に赤外線セン
サーを設置している。 

 

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

虐待に関しては、毎日の申し送
り等で状況を話しながら指導し
ています。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

権利擁護に関しては、今後 
内部研修を行なっていく予定に
しています。また常日頃から職
員間で話せる場を設けて行きま
す。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

ご入居の際の契約は、全て読み
合わせを行い、家族が理解しや
すい様に説明をし、不安なく入
居出きる様に対応をしておりま
す。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

面会に来られた時は家族とコミ
ュ二ケーションを図り、意見や
要望を話して頂けるように努め
運営に反映できるようにしてい
ます。 

面会時や電話連絡の折などに、家族
からの意見や要望を聞き取ってい
る。出された意見は、申し送りノー
トに記入して共有し、職員会議で改
善策を話し合い、運営に反映させて
いる。家族からの意見を受け、面会
簿を個別に記入できる様式に改善し
た。家族会の設置を検討中である。 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている 
 

月1回のスタッフ会議を実施。業
務の会議だけでは無く、スタッ
フの意見･要望等を聞き、風通し
の良い職場作りに専念しており
ます。 

職員会議や申送りで職員の意見や提
案を聞くほか、申送りノートに気が
付いたことを書きとめるようにし、
日々の記述の中から意見を吸い上げ
ている。職員からの提案で、利用者
の好きなパン食が楽しめるパンバイ
キングの日を設け、おかずも職員が
手作りをすることになった。 

 

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

代表者は給与水準など、やりが
いを持って働けるように努めて
います 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

社内の研修施設が３階にある為
職員が参加しやすい状況です。
外部研修に関しも、昨年度から
外部研修先との契約を結び、よ
りスキルの高い研修ができる様
になっております。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

今は、月1回のエリア長会議を実
施し神奈川エリアのグループホ
ームの状況を把握し問題点等を
話し合っております。職員同士
の交流は施設研修を兼ねて、随
時行って行く予定です。 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

入居前に十分なアセスメントを
とり、プランを作成していま
す。スタッフ全員が把握し入居
後、安心して生活をして頂ける
様に努めています。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

本人の要望・家族の思い･困って
いる事を十分に把握し、本人が
どの様な生活･家族がどの様に過
ごしてほしいか？を考えながら
関係を築いて行きます。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

職員が情報を共有し、本人･家族
が何を必要としているかを見極
め、対応するように努めていま
す。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている 
 

人生の先輩として敬い、出来る
事はご自分でしていただき、そ
の方を尊重し尊厳を保ち生活を
していただけるように勤めてい
ます。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

面会、外出、外泊等、家族との
時間を過ごして頂きながら、本
人の情報を共有し、共に支えて
いくように勤めています。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている 

施設利用前より利用していたカ
ラオケ教室に毎月家族と行かれ
ている方がいます。馴染みの方
と会う事を楽しみにされていま
す。このように馴染みの関係が
途切れないように支援していま
す。 

入居前からの馴染みの人や場所はア
セスメントで把握している。知人や
友人が訪ねてきた時は、お茶を出し
歓待している。入居前に友人と行っ
ていたカラオケ教室に家族が付き添
って通う方がいる。美容院などの馴
染みの場所に行きたいという希望は
現在はない。 

 

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

皆で行うレクに関しては（トラ
ンプ･体操･風船バレー）は皆さ
んと行なえるように声掛をして
います。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

サービス利用が終了されても、
お客様より相談が有った場合は
対応をしております。 
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 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向に応えられるように
努めています。また、要望の難
しい部分に関しては家族と相談
し問題解決に努めています。 

利用者の希望や意向は、家族から聞
き取るほか、日ごろのケアの中でじ
っくり向き合い、利用者の話に耳を
傾けて把握している。把握が困難な
利用者には、態度や表情の変化を見
逃さず、思いや意向をくみ取るよう
に努め、職員間で共有している。 

 

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

個人の経歴等、アセスメントシ
ートを利用し把握に努めていま
す 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている 

個々の一日の過ごし方は、個人
記録･申し送りノート等を活用
し、スタッフ全員で共有把握し
ています。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

本人、家族の要望をお聞きしケ
ア会議で意見を出し現状に即し
た介護計画を作成しています。 

居室担当者が行ったモニタリングを
基に職員間で話し合いを持ち、家族
の意見も聞いて、計画作成担当者が
介護計画を作成している。通常6か
月毎に、状況に変化があればその都
度モニタリング・評価を実施し計画
を見直している。 
 

業務日誌に、計画の目標
に対する実施記録の記入
欄があるものの、一部未
記入でした。全職員が目
標と達成状況を意識しな
がら支援に取り組むこと
が望まれます。 

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

日々の記録においての変化は、
ケース記録・申し送りノート等
から把握し、会議で情報を共有
しケアプランに反映していま
す。 
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28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

面会時間外でも面会を許可して
おり、また体調不良時において
の受診対応は、必要に応じて支
援を行なっています。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

地域の行事には、参加をするよ
うにしています。また、天気の
良い日は、地域を散歩しながら
近隣の店舗でおやつを召し上が
っていただきます。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

往診は、月2回のサイクルで行っ
ています。往診日以外に関して
も、体調不良であれば対応させ
て頂いております。急変や特別
な状況の場合は、家族に連絡を
しております。 

2か所の協力医と契約を結んでお
り、全員が月2回往診を受けてい
る。入居前からのかかりつけ医を受
診する方は家族が対応している。訪
問歯科と訪問マッサージが月2回来
訪するほか、法人の看護師が週3回
訪れ、利用者の健康管理をしてい
る。 

 

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

看護職員の出勤時は、必ず利用
者様の健康チェックを行い、申
し送りノートや介護士からの情
報収集し、把握した中で主治医
と連携をとり、適切な対応をし
ております。 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

入院をされた際は、病院関係
者・ご家族と密に連絡をとり情
報を把握しております。また、
定期的にお見舞いを実施してい
ます。退院時には立会い、今後
のケアの参考にする為、病院関
係者から情報を収集していま
す。 
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

終末期に関しては、契約時に説
明し、早期に主治医・家族と連
携をとりながら対応するよう心
がけています。 

入居時に「利用者の急変時や重度化
した場合における対応に係る指針」
を利用者、家族に説明して同意を得
ている。重度化した場合、家族と再
度話し合いをし、医師、看護師と連
携を取りながら支援していく方針を
打ち出しているが、まだ実例はな
い。 

早い段階から計画的な研
修を実施し、重度化や看
取りに備えられることを
期待します。 

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

緊急対応に関しては、マニュア
ルを作成し常に見える場所に掲
示しています。また定期的に研
修を行い、周知徹底していま
す。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

災害時のため、食料・水の備蓄
をしています。また、年2回の避
難訓練を実施しています 

年2回防災訓練を実施しており、夜
間想定の避難訓練を実施したほか、
通報やAEDの使い方の訓練も行っ
た。災害時の地域の協力体制はまだ
得られていない。水や非常食3日分
とリハビリパンツは確保されている
が、カセットコンロ、簡易トイレな
どの備品が整備されていない。 

災害時の協力が得られる
よう、自治会や近隣住民
に働きかけるとともに、
地域の防災訓練などに参
加され、地域との協力関
係の構築に努めることを
期待します。 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている 

一人ひとりの人格を尊重し、言
葉掛けにも注意し対応していま
す 

職員は、入社時研修でプライバシーや
個人情報の保護について学んでいる。
プライドを傷つけるような言葉遣いや
馴れ馴れしい言葉かけはしないなどを
周知徹底している。個人に関する情報
は事務室の書棚に保管し夜間は施錠し
ている。 

 

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている 
 

日常生活の中で、お手伝い・散
歩・レクへの参加は、ご本人の
意志を尊重しながら決め手頂く
ように支援しています。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

利用者様の日々の状態を把握し
ながら、利用者様の目線にあわ
せながら、利用者様のペースで
何をしたいかを見極め支援させ
て頂いています。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している 
 

毎月、ご利用者様の要望を聞き
ながら、訪問美容を利用してお
ります。また更衣時に本人の意
志を尊重し、好きな洋服を着て
頂くよう支援しています。選ぶ
事のできない利用者様には、ご
本人が似合う洋服を選んで差し
上げています。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

毎日のメニューを、掲示し利用
者様が今日のメニューが理解で
きるようにしております。配
膳、食器拭き等の片付けをして
下さいます。 

利用者と一緒に過ごす時間を確保する
ために、食材業者の冷凍食を利用し、
ご飯のみ職員が炊いている。利用者は
配膳や食器洗いなど、それぞれができ
ることを手伝っている。月に1度、パン
バイキングの日を設けたり、焼きそば
を作ったり、時には外食に出かけたり
して楽しんでいる。利用者の誕生日に
はケーキを出して祝っている。 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

食事量・水分摂取量に関しては
毎日、ケース記録に記入しチェ
ックしております。摂取量の少
ない利用者様に関しては、工夫
をして摂取して頂いています。 
 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

毎食後、口腔ケアをしていただ
いています。自力では出来ない
方は、職員が支援しています。
また、訪問歯科も2週間に一度、
口腔内の診察を定期的に実施し
ています。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

現状オムツで無い方は、失敗が
重なっても、サイクルを把握し
誘導し極力現状維持を保つよう
にしています。安易にオムツに
変えないようにしています。 

自立の方が多いが、排泄チェック表
でパターンを把握し、必要な時はさ
りげなく声掛けをするなど、現状が
維持できるよう支援している。足元
が不安定であっても、手引き歩行で
誘導してもらい、トイレでの排泄を
することで、自身のプライドを維持
している方もいる。 

 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

一番大事な水分摂取の把握をし
また要望があればヨーグルト・
バナナ等を提供しています。そ
れでも改善出来ないのであれ
ば、医師と相談をしながら対応
をしております。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 

ご本人の体調・要望を把握した
中で入浴をして頂いておりま
す。 

週2回、午前の入浴を基本としてい
るが、午後に変更することもある。
清拭や足浴、シャワー浴など、利用
者の希望に対応している。入浴を好
まない方が多いので、声掛けの仕方
を工夫している。しょうぶや職員が
持ってきてくれたゆずで季節の湯を
楽しんでいる。浴室、脱衣所ともに
ヒートショック対策をしている。 
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46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

適度なお昼寝をして頂くように
支援しています。また夜間安眠
していただける様、巡視を行い
室温等をチェック、安全確認し
安眠していただく様にしていま
す。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

利用者が使用している薬につい
て理解するように努めています 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

お好きな方に洗濯干し･配膳の手
伝いをして頂いておりますが、
ご本人の意志を尊重しながら気
分転換が出来るように支援して
います。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

普段の日はお天気と相談しなが
ら、散歩やドライブの支援をし
ております。また行事の予定を
決めて、出来るだけ外での行動
を支援しています。 

少人数に分かれ、1人週2-3回散歩をし
ている。法人の車で地域ケアプラザの
催しに出かけたり、ユニット全員で花
見、紅葉狩り、動物園などにドライブ
に出かけ楽しんでいる。車いすの方も
同行している。利用者の希望で外食に
行くこともある。 
 

 

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

基本的にお金を持つ事を家族了
解の元禁止しております。 
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51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている 
 

施設への本人宛の電話･手紙等が
あった場合は取り次いでいま
す。ご本人からの電話の要望が
有った場合は状況を見ながら、
電話をしています。携帯電話を
持っている方もいます。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

季節感の味わえる花などを飾
り、また壁に季節の張り紙を貼
っています。 

明るくゆったりとしたリビングは、利
用者の導線に合わせて家具の配置を
し、相性を考慮し席決めをするなど、
居心地よく過ごせるよう工夫をしてい
る。壁には、季節感のある折り紙など
の手作りの作品や利用者の出身地に顔
写真を貼った「ふるさとめぐり」の地
図を飾っている。感染症予防のため加
湿にも気を配っている。 

 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

日中などは居室やフロアで思い
思いに過ごしていただけるよう
に工夫しています。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

室内のレイアウトは利用者、家
族にお好きなようにしていただ
いています。 

エアコン、クローゼット、ベッドなど
が備え付けられているほか、夜間の事
故防止のため、ベッドの上部に赤外線
のセンサーが設置されている。利用者
は、自宅で使い慣れたタンスやテレ
ビ、仏壇を持ち込み、家族の写真や人
形などを飾って自分らしい居室にして
いる。 
 

 



55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

フロアー内のいたるところに手
すりは設置して有ります。浴室･
トイレにも設置してあります。
また、案内板も設置済です。場
所が理解できない利用者様に
は、その都度、誘導をしており
ます。 

  

 



 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

○ 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 

事業所名 花物語 ふじがおか 

ユニット名 ふじがおか ２F 

 
 
 
63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

○ 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

○ 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

 1，大いに増えている 

○ 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

地域と共に施設作り考え,「その
人らしく生きる」「温かい心を
持ち接し」この様な考えを常に
持ち、実践に繋げています。 

  

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

もえぎの地域ケアプラザ主催の
おまつりや音楽会に利用者が見
学に行っています 

  

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている  

開所1周年行事等のときに、近隣
の方に参加していただけるよう
腰痛予防マッサージ教室を開催
しています。 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

2ヶ月に一度開催し、利用者様の
状況･事故・行事等を報告してい
ます。報告後、家族・自冶会
長・包括等の意見を頂きサービ
スの向上に努めています。 

  

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

地域包括の職員･自冶会長･の
方々に関しては、運営推進会議
に参加して頂き、常に情報を共
有し、意見交換を行なっていま
す。 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

ドアを開けるとバス通りのため
玄関は安全対策の為に施錠して
います。 

  

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

虐待に関しては、常日頃ミーテ
ィング等で様々な例を掲げ指導
をしております。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

権利擁護に関しては、内部研修
を行なっていますが、今後外部
研修等も踏まえ、常日頃から職
員間で話せる場を設けて行きま
す。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

ご入居の際の契約は、全て読み
合わせを行い、家族が理解しや
すい様に説明をし、不安なく入
居出きる様に対応をしておりま
す。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

面会に来られた時は家族とコミ
ュ二ケーションを図り、意見や
要望を話して頂けるように努め
運営に反映できるようにしてい
ます。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている 
 

月1回のスタッフ会議を実施。業
務の会議だけでは無く、スタッ
フの意見･要望等を聞き、風通し
の良い職場作りに専念しており
ます。 

  

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

代表者は給与水準など、やりが
いを持って働けるように努めて
います 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

月1回の研修を行い個々にスキル
アップができる様に実施してお
ります。外部研修に関しも、昨
年度から外部研修先との契約を
結び、よりスキルの高い研修が
できる様になっております。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

今は、月1回のエリア長会議を実
施し神奈川エリアのグループホ
ームの状況を把握し問題点等を
話し合っております。職員同士
の交流は施設研修を兼ねて、随
時行って行く予定です。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

入居前に十分なアセスメントを
とり、プランを作成していま
す。スタッフ全員が把握し入居
後、安心して生活をして頂ける
様に努めています。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

本人の要望・家族の思い･困って
いる事・を十分に把握し、本人
がどの様な生活･家族がどの様に
過ごしてほしいか？を考えなが
ら関係を築いて行きます。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

職員が情報を共有し、本人･家族
が何を必要としているかを見極
め、対応するように勤めていま
す。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている 
 

人生の先輩として敬い、出来る
事はご自分でしていただき、そ
の方を尊重し尊厳を保ち生活を
していただけるように勤めてい
ます。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

面会、外出、外泊等、家族との
時間を過ごして頂きながら、本
人の情報を共有し、共に支えて
いくように勤めています。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている 

施設利用前より利用していたカ
ラオケ教室に毎月家族と行かれ
ている方がいます。馴染みの方
と会う事を楽しみにされていま
す。このように馴染みの関係が
途切れないように支援していま
す。 

  

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

皆で行うレクに関しては（トラ
ンプ･体操･風船バレー）は皆さ
んと行なえるように声掛をして
います。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

サービス利用が終了されても、
お客様より相談が有った場合は
対応をしております。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握が出来るよう
に、会議や家族に相談しながら
努めております。 

  

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

個人の経歴等をファイルし、ス
タッフ全員で情報を共有し、今
後のサービスの向上に努めてお
ります。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている 

個々の一日の過ごし方は、個人
記録･申し送りノート等を活用
し、スタッフ全員で共有把握し
ています。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

主治医･看護師・ケアマネ・介護
し等で、様々な意見を反映しケ
アプランを作成しております。 

  

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

日々の記録においての変化は、
ケース記録・申し送りノート等
から把握し、会議で情報を共有
しケアプランに反映していま
す。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

面会時間外でも面会を許可して
おり、また体調不良時において
の受診対応は、必要に応じて支
援を行なっています。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

地域の行事には、積極的に参加
をしております。また、天気の
良い日は、散歩やドライブも行
い、随時外食も実施しておりま
す。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

往診は、月2回のサイクルで行っ
ています。往診日以外に関して
も、体調不良であれば対応させ
て頂いております。 

  

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

看護職員の出勤時は、必ず利用
者様の健康チェックを行い、申
し送りノートや介護士からの情
報収集し、把握した中で主治医
と連携をとり、適切な対応をし
ております。 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

入院をされた際は、病院関係
者・ご家族と密に連絡をとり情
報を把握しております。また、
定期的にお見舞いを実施してい
ます。退院時には立会い、今後
のケアの参考にする為、病院関
係者から情報を収集していま
す。 
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次のステップに向けて 
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

終末期に関しては、契約時に説
明し、早期に主治医・家族と連
携をとりながら対応するよう心
がけています。 

  

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

緊急対応に関しては、マニアル
を作成し常に見える場所に掲示
しています。また定期的に研修
を行い、周知徹底しています。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

災害時のため、食料・水の備蓄
をしています。また、年2回の避
難訓練を実施しています 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている 

当施設の理念である、「共同生
活の中で、その人らしい部分を
尊重し、安全・安心・清潔をベ
ースに笑顔のある生活」を常に
考え支援しています。 

  

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている 
 

日常生活の中で、お手伝い・散
歩・レクへの参加は、ご本人の
意志を尊重しながら決め手頂く
よう支援しています。無理維持
はしておりません。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

利用者様の日々の状態を把握し
ながら、利用者様の目線にあわ
せながら、利用者様のペースで
何をしたいかを見極め支援させ
て頂いています。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している 
 

毎月、ご利用者様の要望を聞き
ながら、訪問美容を利用してお
ります。また更衣時に本人の意
志を尊重し、好きな洋服を着て
頂くよう支援しています。選ぶ
事のできない利用者様には、ご
本人が似合う洋服を選んで差し
上げています。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

毎日のメニューを、掲示し利用
者様に今日のメニューが理解で
きるようにしております。配
膳、食器拭き等の片付けをして
くださいます。 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

食事量・水分摂取量に関しては
毎日、ケース記録に記入しチェ
ックしております。摂取量の少
ない利用者様に関しては、工夫
をして摂取して頂いています。 
 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

毎食後、口腔ケアの誘導をして
います。自力では出来ない方
は、職員の支援の下、ケアして
います。また、訪問歯科も2週間
に一度、口腔内の診察を定期的
に実施しています。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

現状オムツで無い方は、失敗が
重なっても、サイクルを把握し
誘導し極力現状維持を保つよう
にしています。安易にオムツに
変えないようにしています。 

  

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

一番大事な水分摂取の把握をし
また要望があればヨーグルト・
バナナ等を提供しています。そ
れでも改善出来ないのであれ
ば、医師と相談をしながら対応
をしております。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 

ご本人の体調・要望を把握した
中で入浴をして頂いておりま
す。 
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46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

適度なお昼寝をして頂くように
支援しています。また夜間安眠
していただける様、巡視を行い
室温等をチェック、安全確認し
安眠していただく様にしていま
す。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

利用者が使用する薬について理
解するように努めています 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

お手伝い好きな方には、洗濯干
し・洗い物･配膳の手伝いをして
頂いておりますが、ご本人の意
志を尊重しながら気分転換が出
来るように支援しています。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

普段の日はお天気と相談しなが
ら、散歩やドライブの支援をし
ております。また行事の予定を
決めて、出来るだけ外での行動
を支援しています。 

  

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

基本的にお金を持つ事を家族了
解の下、禁止しております。 
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51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている 
 

施設への本人宛の電話･手紙等が
あった場合は取り次いでいます
ご本人からの電話の要望が有っ
た場合は状況を見ながら、電話
をしています。携帯電話を持っ
ている方もいます。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

季節感の味わえる花などを飾
り、また壁に季節の張り紙を貼
ったり、かけた時の写真を貼っ
ています。 

  

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

日中などは居室やフロアで思い
思いに過ごしていただけるよう
に工夫しています。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

室内のレイアウトは利用者、家
族にお好きなようにしていただ
いています。 

  

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

フロアー内のいたるところに手
すりは設置して有ります。浴室･
トイレにも設置してあります。
また、案内板も設置済です。場
所が理解できない利用者様に
は、其の都度誘導をしておりま
す。 

  



 




